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沖縄県大宜味村謝名城における来訪神祭祀
　　Nico1帥eHillyer※
（ニコレッテ・ヒリヤ）
第1章　聞題の所在
　日本文化研究の脈絡の中で沖縄の存在は非常に
興味深いことである。沖縄は大きな意味で日本文
化圏に属しているが，日本本土と異なる風俗習慣
が数多い。田代安定（1982年）をはじめ，多くの
日本人学者が調査地として沖縄に興味を示してき
た。しかし，当時の報告の多くは，沖縄を固有の
文化社会として捉えるのではなく，むしろ古代日
本との比較によって，日本の文化社会の原初的形
態をたずねるうえでの，有力な資料を蔵するもの
として注目していた。この系統では伊波普猷や折
口信夫などの沖縄研究は古代日本に関して洞察が
深かった。しかし日本文化を外からみる私にとっ
ては，クライナーが述べているように「南西諸島
に，独自な，歴史的な発展を持つ文化を認めるこ
とによって，はじめて日本文化の持つ幅の広さが
わかってくるのではないか1）」ということを痛感
する。そして，日本文化圏内に，ドミナントな大
和文化と異なる風俗習慣を持つ地域が存在すると
いうきわめて素朴な理由から沖縄に対する好奇心
がわいてきた。
　沖縄の文化的固有性はその信仰面，特に以下の
側面にはっきりうかがえることができよう。まず，
第一に祭祀での主たる司祭者は女性である点，そ
して来訪神信仰における本土との神観念の性格の
違いである。琉球神道で祭祀権を持つのはほとん
ど女性である。古来から沖縄では女性の霊的能力
の存在が認められていた。つまりセジ（シジ）と
いう霊力を招く力があるから神になり，またそれ
　※筑波大学大学院地域研究科
を男の兄弟にあたえて彼らを守ると思われてい
た。これはオナリ信仰といって，沖縄の固有信仰
の特徴でもあると思う2）。この意味で，女性はす
ぐれた霊力を持っているといわれ，村の行事，ま
たは宗教的組織に大きな影響を与えてきた。男性
の神役もいるが，重要な役割はほとんど女性に
よって演じられている。
　また，具体的な年中行事の形式や内容，および
神観念からも日本本土との相違がうかがえる。年
中行事は沖縄のことばでウイミ（折り目），また
はシチビ（節日）と言う。その意味は季節の変わ
り目，または農業や漁業など生産活動の区切りと
結びついている3）。沖縄は亜熱帯海洋性気侯，地
理的な位置など，特色のある自然環境である。そ
のため，日本本土と違う時期に収穫を行い，農耕
する作物も違う。この意味で生活のリズムは日本
本土と違う為，年中行事の上でも，そこに現れる
神観念にも独自性が出てくる。例えば，農耕儀礼
に関して，日本内地の場合は山の神は春の2月に
山から降りて田の神となり，田の仕事をはじめる。
そして田の収穫が終わって12月に山に帰り，また
山の神に戻るのが一般的信仰であろう。しかし沖
縄本島では山の神は旧暦の7月に里に下り，最高
6日間だけ滞在するが，「田の神」にはならず，
そのまま，また山に戻ると信じられている4）。こ
の様に，祭祀における司祭者の性的違いのみなら
ず，日本本土の去来神信仰と異なる来訪神信仰は
Community　religi㎝における沖縄の文化的個性を
反映している。
　高阪薫は「祭祀はいわば生活共同体の文化現象
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すべてがにじみ出ている総合的芸術である5）」と
述べた。しかし，近年，稲作からサトウキビ作へ
の転換にみられるように，村め生産構造が変化し
てきたために，昔の農事暦に向けられている農耕
儀礼は今日の村人にとって，それほど重要な意味
を持っていないのではないだろうか。交通や通信
の発展，また村外婚姻によって，生活領域は広がっ
てきたのだが，逆にかつて村落が持っていた共同
体としての一体性は失われていくのではないだろ
うか。
　こういった背景のもとで，北部の数多くの儀礼
は廃止を余儀なくされたが，ウンガミという来訪
神祭祀はまだ重要な祭りとして残っている。ウン
ガミ祭祀に関してはリーブラの『沖縄の宗教と社
会構造』及び島袋源七『山原の土俗』などの報告
がある。特に『山原の土俗』では各地のウンガミ
祭における神人の行動や役割の分布が詳述されて
いるが，それだけではウンガミと他の年中行事と
の関係，つまり村の宗教的生活における来訪神祭
祀の位置付けをとらえることはできない。
　本論の意図は，ヤンバル（山原）地域の人々に
とって，年中行事の中で，なぜウンガミ祭は重要
とさ’れているのかを検討することである。部落の
他祭祀に比べて，どのようにウンガミはユニーク
なのかを理解するために，1990年の夏，現地調査
を行い，ウンガミ祭を観察した。その成果として
ウンガミ祭の埠去と現在の正確なデータを取るこ
とができた。そこでウンガミ祭の現状と実態を正
確に記録し，村落の他の儀礼と比較することに
よって，その独白性について論考したい。つまり，
本論文では，沖縄の一村落で行われる，全年中儀
礼の脈絡におけるウンガミの相対的位置を考察す
ることを目的としてみたい。
　ところで，日本における民俗学の発展をみると，
沖縄の存在は極あて大きな意義を持っていた。上
述したように，日本の民俗学者が沖縄を「発見」
して以来，古代日本と現代一の沖縄の類似点が認め
られた。沖縄の宗教制度，村落組織，神役ならび
に祭祀組織は特に注目されて，それに関する数多
くの文献がある。しかし，田代安定（1892年），
柳田国男（1925年），伊波普猷（ユ911年）及び折
口信夫（1939年）などによる，初期の現地調査の
成果は次のような仮説に基づいて論じられてい
た。「内地の神道の一つの分脈，あるいは寧ろ，
其巫女教時代の悌を，今に保存してゐるものと見
る方が適当な位である6）」つまり，初期の沖縄の
宗教に関する研究は本土と共通する文化形を反映
する様子だけを抜き出す傾向が強かった。
　沖縄の民間信仰の中，来訪神の問題は特に注目
を集め，来訪神祭祀を観察することによって，折
口信夫がいわゆるマレビト説を確立した7）。明治
初期より，田代安定・笹森儀助らが記した民情視
察記の中に，来訪神祭祀についての記録が豊富に
ある。しかし柳田国男，や折口の渡島（大正ユ0年
頃）が現地の研究者に大きな影響を与えて，沖縄
研究は学問的志向を呈するようになった。その成
果として，伊波普猷，比嘉春潮，島袋源七の来訪
神祭祀などの民俗風習についての業績があげられ
よう。
　戦後，アメリカ人類学者による琉球研究が行わ
れた。彼らが行った調査は「米軍の占領政策を軌
道に乗せていくために沖縄の文化を把握する必要
性から実施されたのであった8）」という指摘もな
されるのである。しかしその業績の中で，Wi1－
1iam　P．Lebra著『沖縄の宗教と社会構造』は沖
縄における宗教の諸相を明確に写し出している。
戦前の日本人研究者のほとんどが組織化されてい
る村落レベルのヌル制度にフォーカスを当てた。
しかし，Lebraははじめて沖縄社会における
シャーマンであるユタの有力な立場を認め，伝統
的な神役より，ユタが新しい時代にうまく適応し
ていくだろう，と正しく予言した。そして近年，
沖縄におけるシャーマニズムは多様な分野の研究
者から注目を集められており，沖縄研究で重要な
比重を占めている。
　また，戦後の琉球研究は古代日本との類似点を
指摘するというよりむしろ，沖縄の文化形そのも
のを扱う傾向がある。そのために来訪神に関する
研究がより体系的となり，きめの細かい調査が一
般的となった。その信仰に関して，単なる記録で
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はなく世界観の一部として扱う傾向が現れた。例
えば，馬淵東一（ユ968年）の研究がある。
　近年，杜会人類学的方法によって，新しい成果
が生み出されて，来世観などの民俗文化の各要素
をシマ（村）の社会組織や宗教的世界観のコンテ
クストにおける意義という視点からとらえようと
する傾向がある。このような方法によって，馬淵
東一がいわゆるオナリ神信仰を男系的血族集団，
及び家族制度における女性の儀礼的本能として定
義して，鳥越憲三郎（ユ965年），及び伊波普猷（1962
年）が提出した沖縄は本来母系社会という理論を
否定した。またヨーセフ・クライナーと住谷一彦
がユ962年から加計呂麻島で集中的な調査を行っ
て，神役の継承，及び神観念に関する業績を数多
く出した。
　近年の研究傾向というのは，限定された調査地
域における，集中的調査ある。例えば，杜会人類
学者である田中真砂子（ユ974年）が行った男系的
血族集団と称する門中に関する研究はその一つの
明白な実例である。また，津波高志（ユ990年）の
論文の中には村落祭祀とそれに係わる司祭組織に
ついてきめの細かい調査の結果にもとづいた業績
がある。地理学者である伸松弥秀が琉球弧の島々
の村落における聖所を訪ねて，神観念について30
年間にわたり調査を行っている。その成果は『神
と村』（1968年初版，1990年，再刊）という広範
囲の視野に立った優れた書物にまとめられてい
る。また平敷令治が長年にわたって行った調査の
結果は1990年に発行された『沖縄の祭祀と信仰』
に集められ，祭祀の現状が明確に描き出されてい
る。現地の研究者の場合，沖縄における複数の村
に関する民俗的研究を提出している。それらは長
期問にわたって集申的に記述した民俗習慣の優れ
た集積的民俗誌であり，数年間の努力の結果であ
る。
　筆者の研究は，一つの村においての来訪神祭祀
がどういった意味を持つのかを考えることにポイ
ントをしぽる。本来なら，沖縄の他の地域と比較
をして，沖縄の宗教観全体のなかでその意味をみ
る必要性があると思える。しかし今回は調査期間
が限られていたため，限られた概括論になってし
まうことを防ぐために，一つの村の来訪神祭祀を
徹底的にみることにした。つまり本論では大宜味
村謝名城という地域におけるウンガミという来訪
神祭祀の意義を考察する。そしてウンガミ祭の持
つ重要性は何かということを他の年中行事との比
較の中からみていく。
　従って，ウンガミ祭が重要な祭りとして位置づ
けられている理由を考察することは本論の一大
テーマである。そして，それは他の年中行事との
比較によって「村のコンテクスト」におけるウン
ガミを位置づけていくことにより，導き出すこと
ができるだろう。ウンガミ祭への神人の関与の形
態から，神役組織の特性を知ることができるだろ
うし，また，一般の人の参加，と門中組織の代表
としての神役のウンガミ祭への参加の形態から，
村の杜会組織と神役組織との関係，また，門中が
どのように儀礼に関与しているのかという社会構
造を知ることができるだろう。さらに，年中行事
の背景にあるウンガミ祭がもっている特殊な神観
念も明らかになるだろう。
　本論文ではウンガミ祭の他の年中儀礼における
位置を特定する目的のために，門中や社会組織を
も分析の対象とはするが，しかし村落の社会組織，
または謝名城の儀礼以外に表れる神観念の総体を
研究することを目的とはしてい巷い。社会人類学
者であるRadc1iffe－Brown，及びVanGennep
（1977年）が行った儀礼に関する研究の成果をみ
ると，儀礼にはよく社会構造における役割，及び
ステータスの区分が表れると報告している。しか
し，本論ではこれを認めると同時に，ストレッカー
が述べた次のような主張をも考慮しながら，論考
する。
　〃〃α〕8肋010馴伽αCオ｛㎝．ルツα〃肋0ψ010飲αl
dθWψκ㎝〃舳伽8〃0け肋舳3〃0α0ω閉fα〃
舳Cγ肋α吻bα∫88伽g舳舳〃2α〃㎝∫㎝0わ8舳αれ㎝S
〃㎝伽惚α1榊ψγ伽αH8あ0〃〃〃0抑舳～0㍑加
榊ψ舳加肋・1・誠α1力舳小・・的．9、）
　（儀礼は理想型（イデオロギー）の実現である。
これを考慮せず，儀礼の世界での観察を無批判に
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ニジャミ，頂上に見えるところがグシクである。
そしてグシクの東方のやや上にはウイグシク（上
城）と呼ばれる聖地がある。山方のグシクは一番
古い居住地，と言われている。生活の要求として
山から田に頼るようになると，先祖が山から下り
て，ニジャミと最後にティンナスの居住地を展開
した。したがって，主な聖地は祖先の初居住地の
グシク，及びウイグシクにあるということは祖先
崇拝に基づく沖縄の民問信仰の背景で当然なこと
であろう5）。
　現在，謝名城集落は海岸線から約一キロメート
ル内陸にあるが，かつては喜如嘉から入り込んだ
入江に臨んでいたと思える。今でも，昔潮が満ち
てきた地をウスチクチ（潮打口）①と呼ばれ，ニ
ジャミとティンナスはこの尾根の先端部から分け
る。
　ティンナスとニジャミはウフガー（大川）沿い
に所在し，その川のかげで，ティンナス周辺の土
地は肥沃で，かつては水田地であったが，現在は
サトウキビ畑となっている。山手では部落民の主
要な換金作物の一つであるみかんの栽培作地があ
る。戦前の生業は主に農業と林業で，米，みかん，
芋などを作り，林業では建築材を出したという。
したがって，主な年中行事は伝統的な作物の豊作
に祈る儀礼である。例えば，旧11月のタ←ネウイ
ミ（芋祈目）がある。
　謝名城を構成する3つの部落はまだ部落民に
よって意識的に区別されて，互いのことを指すと，
「グシクの　○O　長男」などのような呼び方を
使う6）。また，謝名城はさらに6班に分けられて，
各班は伝統的呼称でいうバールに対応する。ユ班
は高台にあるグシクバール，2班はその下にある
ヒサンメーバール，3・4はインジャミバール，
5・6は喜如嘉に面するティンナスバールであ
る。
　聖地
　上述したように，謝名城の主なウガンジョ（聖
地）はウイグシク（上城）にある。グシク部落か
らウイグシクヘ至るまで，いわゆる神道（ハミミ
チ）②がある。これは急な細道であり，聖なる性
格はいうまでもないが，その要所にビジュルとい
う石神③がある。ビジュルは持ち上げることに
よって，吉凶の判断をする石であり7），謝名城で
は他に2つのビジュルがある。その一つはニジャ
ミ部落にあり④，もう一つはウイグシクに差しか
かる直前の傾斜地にある⑤。そのふもとにはウ
ドゥンマー（御殿庭）⑥という聖所がある。その
名前が称するように，ここは部落民の先祖が住ん
でいたところだろう。一間あまりの大きさの聖所
ではヒヌカンだけがある8）。ウンガミ祭の終わり
に，神人が来訪神をここから送る。また，神道の
途中にはナカマー（仲庭）⑦という拝所がある。
昔，ウンガミ祭の時，グシクヌルが白い馬に乗っ
て，喜如嘉からグシクヘ登って，その馬はナカマー
につないでおいたという。現在，ウンガミの時に
ヌルが馬には乗らないが，神人がここで止まって，
土地の神々へあいさつする。
　ウイグシクに着いて，直ぐ目の前にある単純な
建物は，「グシクの神アサギ」⑧という。南へ向き，
壁も床もないアサギは公共儀礼で中心地である。
一般のアサギには壁もなく屋根を支える4本の支
柱があるだけだが，グシクの神アサギの場合には
4本の支柱から支柱へ格子状に木製の支えが原始
的な家の形態を呈している。’
　儀礼の時には，神人がアサギにあるベンチでタ
ムトゥという決まった指定席に腰を掛けて，御神
酒を飲んだりする。その右側にはアサギマー（ア
サギ庭）⑨がある。ウンガミなどの主要な儀礼で
は，ここでカミアシビ（神遊び）を行う。
　グシクのアサギから，裏の左手には上へ続く細
道があり，それを通るとウフグシクウタキ（大城
御嶽）⑪に着く。ウタキというのは村落共同体祭
祀に最も大事な聖なるムイ（杜）で，かつて，男
出入禁止であった。ウンガミ祭祀の最中，根神系
の門中はそこへ拝みに行く。また，3月，および
9月に行うウガンプセー（御願プセー）というウ
タキを清める儀礼では，グシクの左側に面してい
る田嘉里集落のヌルが大城ウタキを担当する9）。
大城ウタキの中，線香，聖なる石，及び左縄（ヒ
ジャイナー）が見える。ヒジャイナーは左まきの
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藁縄を2重3重に引巡らしてしるしとし，神職以
外のものの出入を許さないという意味がある10）。
　謝名城ではもう2つのウタキがある。その一つ
はガナンハナウタキ（俗にウガミ）⑪といい，ウ
イグシクの西方に対時する山の頂上にある。御願
プセーでは根神（ネガミ）がそこを清める儀礼を
担当するが，ハブの多い所という理由で，御願プ
セー以外の儀礼ではそこへ行かず，その方向へ遥
拝してすませるという。もう一つのウタキはグシ
クのアサギの隣にあるナカグシクウタキ（中城御
嶽）⑫である。ここもヒジャイナーが巡らせてあ
り，グシクヌルがここを担当する。ナカグシクウ
タキは年中行事で一番多く使われているウタキで
ある。その東側ではウイグシクのヒヌカン（火の
神）⑬がある。その後ろはカー（井泉）⑭がある。
現在，このカーは乾いているが，先祖が使った井
泉だから拝所となる。謝名城では約50箇所のカー
があるが，拝みの拝所となっている井泉にはグシ
クバールのウドゥンガー（2ヶ所ある），ヒサメ
バールのムンニガー，インジャミバールのムンタ
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謝名城とその燭辺
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謝名城の7重のヤジク神
神名 性別 門中 屋号 在・不在
ヌル 女 平良 新屋 ●
根神 女 大城 大城 ③
勢頭 男 平良 新屋分家 ○
サンナム 女 平良 新屋 ×
チキシュ 女 金城 高根 ×
若ヌル 女 平良 松下 ×
セーファ 女 平良 松下 ×
ヌルは1929年生まれ，16才でヌルとなった。浦添
市に住んでいるので，主要な儀礼にしか謝名城に
帰ってこない。前の3代のグシクヌルと同じよう
に，現在のヌルは結婚している’。
　②根神（ネガミ）
　根神の役はインジャミ・バールの大城屋（オオ
シロヤー）の娘から出る。根神は部落の創始者の
血統の根屋（二一ヤー）を代表する神役と信じら
れている1）。現在の根神は大正12年生まれ，24才’
で神人となった。
　③勢頭（シドゥ）
　勢頭はヤジク神の唯一の男役である。主要な儀
礼ではカーカーという太鼓を打ち鳴らし，神女に
対する補助的な役目を果たす。現在の勢頭は大正
13年生まれ，1980年神人となった。
　④サンナム
　現在，後継者がおらず，空席のままである。ヌ
ル・根神等の手伝い役である。
　⑤チキシュ
　6月のアキウイミという儀礼にチキという食べ
物を作って，食べる神。チキとは御飯に汁をかけ
たもののことである。現在，後継がおらず，空席
のままである。
　⑥若ヌル
　ヌルの補佐役である。現在，後継がおらず，空
席のままである。
　⑦セーファ神
　ヌルの補佐役である。現在，後継がおらず，空
席のままである。
　この7人の神人は謝名城の年中行事にたずさわ
る中堅ともなるべき役目を持っているが，後継が
ないため，現在はヌル，根神，および勢頭の3人
しかいない。
　第2節　謝名城のウンガミ祭
　謝名城のウンガミは旧7月盆後の亥の日を吉日
として，グシクのヌル管内の部落，大宜味，大兼
久，饒波，喜如嘉，謝名城各区の神人によってグ
シクアサギで行われている。かつて4～5日にわ
たって行ったウンガミ祭は現在，かなり簡略化し
て，1990年は4時間だけですんだ。しかし，ここ
では1990年に行ったウンガミ祭を記録する上に，
祭祀を正しく理解するために，その過去を復元し，
それを含めてウンガミについて書きたい。
　ウタカビ（御崇べ）
　ウンガミ当日の4日前，ウタカビという儀礼が
ある。グシクヌルドゥンチで行い，ウンガミの通
知をする祈願である。ヌルドゥンチの火の神を通
じて，ヤジク神がニレーガミ（海の神），山の神，
ウタキの神などにウンガミについて報告する。部
落の区長等から酒と花米の供物がある。
　またアラダムトゥ2）と呼ばれる新しい神人があ
る場合，彼女たちもウタカビに参加する。グシク
アサギ，喜如嘉アサギ，饒波アサギ，大宜味アサ
ギにタムトゥを持つ神人は皆グシクヌルドゥンチ
で神ムドゥシ（神を分離すること。ハンサガ式を
参照）を行ってから，神結びをし，名簿をそこに
置く。神結びと言うのは自己守護神と一つになる
とのことである。白い衣装を着け，アラダムトゥ
本人は供物として餅と重箱を供え，新しく神人と
なることを神々に報告する。神人は門中神でもあ
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るから，門中からも餅と肴，重箱は供えられてい
る。
　ハンサガ式
　アラダムトゥの出る場合，ウンガミ祭の前日に
神人たちがアサギに集まり，ハンサガ儀礼を行う。
グシクのアサギにタムトゥを持つ全ての神人のハ
ンサガ式はグシクアサギで行うが，喜如嘉アサギ，
饒波アサギ，及び大宜味アサギにタムトゥがある
神人のハンサガ式は夫々の部落のアサギで行う。
　土地の言葉で，神はハミと発音するので，ハン
サガのハンは神という意味がある。そしてサガは
さがるという意味があるので，ハンサガ式は神降
りということである。その面で，グシクで行う儀
礼は12年毎，久高島で行われているイザイホウと
いう成巫式にたとえることができる。グシクのハ
ンサガ式に関して，グシクのヌルドゥンチで行う
ウタカビ儀礼の際と同じように，まず前の神人の
神ムドゥシ（神を戻す）の儀式がある。この儀式
が行われるのは二つの場合がある。その一つは前
の神人が亡くなった場合である。もう一つは，神
人が一度司祭者になったが，その神との相性が合
わない場合である。後者はイキガワイと言い，神
人が生きている間に神が変わることである3）。グ
シクアサギにタムトゥを持つ神女がグシクアサギ
に集まり，ウムイ（オモロ）という神歌を唄えて，
前の神からセジ（霊力）を分離させる儀礼なので
ある。その次，新しく神人になる人に対するウム
イが唄われ，新しい神女は髪をとかし，根神によっ
て首に刀をあてる。それによって邪魔になるもの
を新しい神女から切り払うという4）。つづいて，
ナーアシビ（縄遊び）という歌舞の時はアサギの
庭に行き，円になって新しい神人を囲んで，7回
まわる。親族からもらう御馳走をアサギ内で食べ
るとハンサガの儀礼がすみ，アラダムトゥはウン
ガミをはじめ，年中行事に神人として参加ができ
る。かつては徹夜をしながら，ハンサガ式を行っ
て，男性と妊婦の参加は禁止であった。
　アサウイミ
　現在この儀式は行われていないが，か？て神人
がグシクアサギで徹夜をした後，その次の朝，ア
サウイミ（朝折り目）というニライ神（海神）を
迎える儀式が行われた。明治初期まで神女が籠に
乗って，大宜味崎の海まで行って，ニライの神が
上がってくるように祈薦してから，グシクアサギ
に上がったようだ。時代と共にこの儀式が省略化
して，明治のころからは喜如嘉へ行き，大正初期
では部落内のウスザキ（第2章を参照）のところ
で朝ウイミを行った。戦後からこの儀式がなく
なって，神人は城のヌルドゥンチに集まるように
なった。
　当　日根神屋
　私が観察した年では上述したハンサガ及びアサ
ウイミという儀式が行われず，ウンガミの儀礼は
旧暦，盆の後の初亥の日（新9月7日）の午後か
ら始まった。1時30分，謝名城の根神が根神屋（ネ
ガミヤー）の庭にあるヒヌカン（火の神）の前で
村人の健康，及びウンガミが良くいくように祈願
する。一般の儀式では神人，及び参加する部落民
はミキ（神酒）という濁り酒を飲むが，根神がこ
こでその代わりにリンゴジュースを飲んだ。供物
として，線香3本をあげる。
　ヌルドゥンチ
　2時頃，根神，・ヌル，勢頭，大兼久から来たビー
ダムトゥ神（座っている神），謝名城の区長や区
の会計係がグシクのヌルドゥンチに集まる。神人
が白い衣装を身につけて，勢頭がヌルドゥンチの
庭から下へ向かって，カーカーという太鼓をたた
き始める。それは村人に祭りが始まるという合図
だという。
　ヌルドゥンチ内，各神人は火の神に水や線香を
供え，ヌルは仏壇で自分の先祖に2回水を供える。
その次，神人は喜如嘉のナンダキ（7滝）という
聖地へ遥拝して，根神が線香7本，花米，酒，及
び水を供える。なぜ7滝へ遥拝するかというと，
かつて，アサウイミの儀礼を行った後，グシクヌ
ブイ（城へ登ること）をする前に神人はそこで身
を清めたからである。
　神道（ハミミチ）
　2時20分頃，神人がヌルドゥンチからアサギヘ
向かって，神道を登り始める。グシクの勢頭が神
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女の前にカーカーを打ち鳴らしながら前へ進む。
途中で，根神が神道にあるビジュルに線香2本を
供えて，祈りをする。2時40分ウイグシク（上城）
にあるアサギに着き，休憩する。その時までヌル
ドゥンチで集まった神役に喜如嘉から来たゾーシ
キ神（小使い神）や喜如嘉の勢頭が加わる。
　ウイグシクの火の神・カー
　神人が揃ってから，ヌルがウイグシクの火の神
へ線香2本を供え，祭りの報告をし，無事に行事
が済むように祈る。また，逆の方向へ向かって，
喜如嘉の7滝へ遥拝して，根神が線香2本，花米，
及び酒を供える。
　つづいて，清めの儀礼として神人がウイグシク
にあるカー（井戸）を拝む。上述したように，昔
は7滝へ行ったが，現在は火の神から7滝の方向
に遥拝して，カーに拝むだけですむ。ヌルが線香
5本に火を付け，水と花米をカーに散らして，各
神人も花米をカーに散らしてから，アサギに戻る。
　グシクアサギ
　アサギ内では各神人がタムトゥという決まった
指定席があり，同じ神名が代々と同じ席に座るの
で，アサギに戻ると，各神人が自分のタムトゥに
珂要を掛ける。
部落の代表として謝名城の区長と区の会計係が神
酒を交わし，部落民の健康と発展を祝福する。ウ
ンガミに参加する部落民などはアサギに入って，
根神をはじめ，各神人から杯を受ける。その酒を
飲むと，一年間は健康でいると言われている。謝
グシクアサギの神人タムトゥ，及びアサギ庭 1990年
N．E↑
①　　　　②　　　　　③
④
⑤
⑥
⑨　⑧　　⑦
庭
（アシビ場）
①根神
②ヌル
③ゾーシキ神，喜如嘉。
④ビーダムトゥ神，大兼久。
⑤勢頭
⑥勢頭，喜如嘉。
⑦土地の管理人※
⑧区長
⑨区長，大兼久
⑩アシビ神，大宜味
⑪区長，大宜味
※⑦土地の管理人はヌルの系統の一人である。神人ではないけど，聖地を管理して，祭りに参
加する役である。
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名城の人口は約227人だが，1990年ウンガミに参
加した部落民はわずか40人ぐらいだけであった。
その中で50才以上の女性は多く，現在ブラジルに
住む部落民も数人がウンガミに参加するために謝
名城へ戻ってきた。しかし，ウンガミに参加する
人は，部落民よりむしろ研究者の方が多かった。
　ウンガミの時に，ウイグシクに着くと，根神系
統の門中は大城ウタキを拝み，ヌル系統の門中は
中城を拝む。その理由は，大城ウタキは年代から
最も古い聖地であるので，根神系統は集落で一番
古い筋として一番古い聖地に拝むと謝名城の根神
が私に説明した。また，ヌルの筋は後から出たの
で，わりと新しい聖地である中城に拝む（第5章
第2節を参照）。さらに浜や今帰仁（ナキジン）
などの遠い所からも3年，あるいは5年に一度，
ヌル系の門中も中城に拝みに来，酒，白米，現金
などを神人に献上する。
　アサギマー（アサギ庭）
　3時頃，神人はアサギ庭に移る。庭においても
座席が決まっているので各神女が自分の席に着
く。ヌルは黄色い服に着替えるが，他の神女は白
衣装のままでいる。部落の代理として区長と会計
役は神人に神酒をあげて，神女同士はさかずきを
なして，互いの健康と幸運を祝福する。つづいて，
区長は神女に米をあげる。かつてはハイユーとい
う干し魚だったが，現在は手に入らないという理
由で米をあげる。
　それから，ウンガミのクライマックスともいえ
るカミアシビ（神遊び）をはじめる。アシビは沖
縄の言葉で「歌舞」という意味を持ち，ここで神
女と海神を演じる。神人はアシビダム．トゥ（遊び
神）とビーダムトゥ（座っている神）との区別が
あり，アシビダムトゥは海の神と山の神を演じな
がら，ビーダムトゥは座って，その芝居を見る。
私が観察したウンガミ祭ではビーダムトゥとして
ヌルと大兼久出身のビーダムトゥがあって，アシ
ビダムトゥは謝名城の根神，喜如嘉からきたゾー
シキ神，また大宜味出身の神女があった。後者は
大宜味のアサギにタムトゥがある。自分の部落で
は「アジ神」と呼ばれているが，ここではアシビ
ガミと呼ばれて，アシビだけを目的にグシクヘ
登って，それだけに参加する。かつては他部落の
アサギにタムトゥを持つ神女が大勢，グシクのウ
ンガミ祭にアシビガミとして参加したが，現在は
大宜味のアジ神だけが来る。
　アシビ
①弓矢を持って北へ向かって，左右に弓矢を動か
して，地面に下ろして，礼拝を3回する。同じ動
作を南へにも3回する。
②弓矢の長い方を右手に持ち，短い方は左手に
持って，頭にはヤブランという植物からつくった
ハーブイ（冠）を乗せて，「ウンクーイ，ウンクー
イ」の掛け声で右回り7回廻る。「ウンクーイ」（乞
う祈る）を言うことによって，神人は部落民のた
めに豊年，幸せ等，生活に必要なものを祈る。
③ハーブイを弓につけて，アサギの側に載せる。
根神は黄色，ゾーシキ神は模様のついているもの，
大宜味のアジ神は赤い色の衣装に着替える。根神
は黄色い鉢巻きをつけて，他の二人のアシビ神は
紫色の鉢巻きをつける。各神人が違う色の服をつ
けるということに意味があるかどうかを尋ねた
が，神人によると，かつて意味があったかもしれ
ないが，現在神人はあまりそれを意識しないとい
われた。アシビ神が手をつないで輸になって，「ウ
ンクーイ，ウンクーイ」と時計回りに7回まわる。
④アシビ神がまた白い衣装に着替えると，「縄遊
び」（ナーアシビ）が始まる。2本の魚釣縄が張
られている。アシビ神がその間に入り，両手で縄
を握って，外へ押すような動作をする。少年が打
つカーカーに合わせて，次のウムイ（オモロ）を
唄える。
　縄遊びのウムイ
ニレーから上がていもうち，（ニライから上がっ
て来られて）
遊び習てい，踊いならてい，（神遊びならって）
かたすべく島や，（へんぴな土地では）
遊ばらん，踊ららん，（遊ばれない，踊られない）
遊びたらじ，踊いたらじ（遊びも踊りもものたり
ない）5）
これを唱えながら，東へ向いて，西へ向いて踊る。
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最後に海へ向かって礼拝し，ヌルヘ向かって礼拝
する。カーカーという太鼓を打つ少年は，グシク，
ニジャミ，ティンナスの3つの部落から小学生が
二人ずつ出るのである。間違って打つと，その年
は豊年になると言われている。
　神人が歌舞をする間に，会計役がマチモーとい
う食べられる海草や土地の言葉でいうシークワー
サー（ヒラミレモン）を村人などに配る。かつて
はマチモーではなく，ムキクという食べられる海
草を村人に配った。また，かつては「道ゼーキ神」
という喜如嘉の神人がこの役を果たしたが，現在
この神役が空席となっている。
　ナカマー（伸庭）
　4時頃，上述の儀礼がすむと，神人が唄いなが
ら神道を通って，ナカマーに降りる。かつてヌル
が馬に乗った時代の馬のつなぎ場所であったの
で，その礼として神人はいまだに土地の神々に祈
る。供物として酒をあげる。アシビ神は円をなし
て，うちわを上下に振りながら馬に関するウムイ
を唄う。
　ナガリーウドゥンマー（御殿庭）
　カーカーをまた打ちはじめ，ウドゥンマーのヒ
ヌカンに移る。この拝所は部落民の先祖が住んで
いたところであり，直接ウンガミ祭と関係ない。
かつては神人は籠で喜如嘉の浜まで行って，「ナ
ガリー」という海神を送る行事を行った。神人が
喜如嘉の海板干瀬の中間にネズミと冬瓜を持って
いって，頭にのせたハーブイと一緒に密かに波に
流してきた。一そしてその日，喜如嘉のアサギに一
泊して，翌日の朝，部落へ帰った。しかし祭りの
簡略化によって，現在，浜へ行かず，海神も山神
もウドゥンマーから送る。まず，根神がウドゥン
マーのヒヌカンに挨拶をして，酒を供える。つづ
いて，アシビ神がうちわを上下に振りながら，円
をなしてウムイを唄う。
　海神を送るウムイ
エイエイ，わんどうニレー神や（私はニレー神だ
よ）
エイエイ，ざんぬくちとうやい（海馬に乗って）
エイエイ，いとうまぐい（おいとまをします）6）
かつては山神を送るために，再びアサギの庭へ上
がったが，再びアサギの傾斜の神道を上ることは
年寄りの神人にとって大変なので，1979年頃から
山神もウドゥンマーから送るようになった。ウ
ドゥンマーから山へ向かって，うちわを振りなが
ら山神を送る。
　山神を送るウムイ
エイエイ，山ぬ山ぬ御神（ミカミ）
エイエイ，ウクイウクイさびら7）
5時頃各神人が自分の元屋（ムトゥヤー）へ帰り，
ウサカンケーという歓迎を受けて，無事にウンガ
ミ祭をすませたという報告を自分の守り神にす
る。ウサカンケーは重要な祭りの後で行う親戚や
友人によって神人を酒で迎えること，一緒にごち
そうを食べることである。
　第3節犬宜味のウンガミ祭
　かつては謝名城の神人はもちろん，喜如嘉，大
宜味，大兼久，及び饒波であるグシクヌル管内の
各集落からも神人がグシクヘ登って，ウンガミ祭
に参加した。また，謝名城に血縁的なつながりを
持つ根路銘，及び田嘉里から来た神人もウンガミ
に参加していた。そしてグシクでの儀礼が終わっ
た後，自己部落でグシクのウンガミ祭が無事に終
わったと報告し，その部落に神人が集合して，部
落のアサギでお祈りをしてからスモウなどの余興
を行った。その翌日，グシクヌルがグシクヌル管
内の各部落を馬で廻って，各部落が別々にウンガ
ミの儀式を演じるところを見た。現在，饒波で神
人はいなく，かつてグシクのウンガミに参加した
根路銘や田嘉里の神役も空席である。そのために，
1990年に，謝名城出身の神人以外は喜如嘉，大宜
味，及び大兼久の代理の神人しかグシクでのウン
ガミ祭に参加しなかった。グシクのウンガミの翌
’日の儀礼に関して，現在は喜如嘉と大宜味でしか
行われていない。そして喜如嘉におけるウンガミ
の祝いは現在，全てグシクのウンガミ祭と同じ日
に終わり，かつて行った儀礼とほぼ異なる点があ
ると他部落の神人が言う。しかし大宜味の神人た
ちは未だに，グシクのウンガミの翌日，自己部落
で儀礼を行い，ウンガミ祭の古い形式はまだそこ
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に残っていると言える。
　大宜味と隣接する大兼久はかつて，一つの行政
区であったが，昭和21年に大兼久が大宜味から分
区した8）。大宜味の世帯数は51戸であり，人口は
147人（男性69人，女性78人）である。大兼久の
世帯数は74戸であり，人口は！98人（男性83人，
女性115人）である9）。神役組織に関して大宜味
と大兼久は現在でも一緒であり，祭りも聖所も共
同である。その神人組織に関して，現在大宜味ア
サギにタムトゥを持って，儀礼に参加する神人は
次の通りである。
字大宜味のアサギにタムトゥを持って，儀礼に参加する神人
名前 生年月日 神人になった年令 神役の名
玉城カナ 明治40年 26才 アジ神
奥島愛子 明治36年 26才 根神
金城梅子 昭和3年 25才 ウフェ神（小使い神）
与那城マッ 明治38年 63才★ ビーダムトゥ
平良数子 昭和7年 55才 ビーダムトゥ
照屋ウシ※ 明治36年 13才 ビーダムトゥ
★40才から「ユタ」もやっている。
※照屋ウシ（大兼久の神人）以外，全神人は大宜味の神人である。
　グシクウンガミ祭に参加するビーダムトゥ神の一人も大兼久出身だが，タムトゥはグシ
クアサギにあるので，大宜味アサギに行う儀礼には参加しない。（第4章第1節を参照）
　字大宜味におけるウンガミ祭
　次の記録は1990年，グシクのウンガミ祭が終
わった後，大宜味で観琴した儀礼である。ユ990年
9月7日アシビ神としてグシクのウンガミ祭に参
加．一した大宜味の「アジ神」ば大兼久の入口に，女
の友人や親戚8人くらいによって「ウサカンケー」
で迎えられている6そして踊りながら，大兼久を
通じて，大宜味にある自宅に帰る。ここでは親戚，
一緒にグシクヘ上がったお供，及び与那城マッと
いう大宜味出身のビーダムトゥと一緒に，庭にあ
るヒヌカン（火の神）の前で拝む。グシクウンガ
ミが無事に終わった事を報告する。供物として線
香に火をつけて，また酒や花米を供える。ミキ（神
酒）を交わす。
　6時頃，大宜味の神人組織が大宜味の広場にあ
る大宜味アサギに揃い，外へ向かって，大宜味の
各聖所に遥拝する。部落民3人ぐらいが儀礼に参
加した。彼らが神人と酒を酌み交わしてから，余
興が始まる。
　アジ神が太鼓を打ちながら，神人・を含めて，参
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字夫宜味におけるウンガミ祭
　　　　　　　根屋　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　（二一ヤー）
二］l1榊ギ
　　　　　　　　　万川屋号
根神屋　　　　　　　（マンカー）
（ネガミヤー）
大宜味の広場
アシ神の家
加する人々が踊ったり，唄ったりする。そして，
最後に大宜味の区の会計係（女性）と大兼久の区
長（男性）がスモウのように組み合う動作をして，
女性の方が勝つこととなっている。本来のスモウ
は男女神人がしたが，神人の人数が減少したこと
によって，区長等がやるようになった。
　余興がすむと，各神人が自已ムトゥヤー（元屋）
へ戻って祈願する。アジ神は自分のムトゥヤーで
あるマンカー（万川）屋号に行き，祈願をして，
神衣装を返す。マンカー屋号の娘からアジ神が
銘々と出て，本アジ神は必ず儀礼の前と後に，こ
こで自分の神に拝む。
　1990年9月8日
　その翌日12時頃，大宜味の神人が大宜味の根屋
（二一ヤー）に集合して，自い衣装をつけてから，
そこにある観音に線香7本，家の神に1本，及び
ヒヌカンにユ本を供える。また家の神に花米と線
香3本，観音に3本，そしてヒヌカンにユ本を供
えてから，神人は互いにミキ（神酒）でさかずき
を交わす。部落民の関与に関していえば，区長や
区の会計係以外に参加する部落民はいなかった。
　祈願がすむと，ティチケーという歌舞が始まる。
神人がうちわを持って，．円をなし，大宜味の区長
（かつては男神人）がその中に立って，うちわを
振りながら踊る。アジ神が打つ太鼓に合わせて，
神人が「ヨーハ，マーホイ」を唄う。「ヨーハ，マー
ホイ」は「悪い’ものを出て，いいものをここに来
い」と言う意味を持って，それを唄うことによっ
て，山の神を迎えると大宜味の根神がいう。歌舞
を3回して，最後の4回目に嚇子を早くする。根
屋で行う祈り，または歌舞をもう2つの聖所で繰
り返す。その第1はナーカヤー（伸ヶ屋）という
屋号の庭である。そこは村を始めたムトゥジ（先
一171一
祖）の家があったところだ。庭におけるカミヤー
（神屋）のカマドがあった場所で，神人は先祖神
にこのウイミ（折目）を受けるように，豊年にな
るように，拝む。酒，ミキ，花米を供えてから，
歌舞を行う。神人，及び参加する部落民などはミ
キを受ける。また，ネガミヤー（根神屋）のヒヌ
カンの前でウイミを受けるように，豊年になるよ
うに拝んで，ナーカヤーと同じ供物を供えてから，
区長が歌舞を繰り返す。
　つづいて，太鼓を打ちながら，アサギヘ戻って，
アギバーリー（陸バーリー）を行う。他部落のウ
ンガミ祭におけるハーリー舟競争は有名である
（例えば，国頭村比地，大宜味村塩屋などがある）。
ハーリーは＜爬竜＞の中国音で竜のことである。
5月4日，沖縄の各地域で行われる競漕行事の由
来は中国にある。5月4日に行われる儀礼とウン
ガミで行われる船漕ぎ，両儀礼で使われている
ハーリー船に竜の彫りものを飾る。そしてウンガ
ミで使われている爬竜船と共に海神が陸に上がっ
て来ると信じられている。ここで行うアギバー
リーは陸で行うハーリーと言える。しかし今回の
調査では，大宜味では海神がその時点か，ティチ
ケー歌舞の時か，はっきりいつ上がってくると信
じられているめかは分からない。大宜味のアギ
バー1j一として，男子4人が棒がつけられている
縄をもちながら，ナーカー屋の前からアサギまで
走ってくる。そこに着くと，区の会計係が彼らに
水をはねかける。大宜味のアジ神によると，男の
子は小魚の群れに例えられ，持っている道具は漁
師の縄を象徴する。そして水を跳ねかけることは
魚をつかむという意味なのである。魚の真似をし
た男の子は小学校四年生で，それを演じるために，
一人ずつが百円をもらった。
　それがすむと，神人がアサギで列に座って，ウ
タキの方向へ向かって，土地の神々，及び各聖所
に遥拝する。アジ神は花米，ミキ，及び酒を供え
てから，神人がミキを飲む。その後，前日のよう
に，太鼓に合わせて踊りを行い，ウフェ神と区長
がスモウのように組み合う動作をして，ウフェ神
が勝つ。女が勝つと豊年になるという。2時頃，
大宜味のウンガミ祭が終わる。その後，各神人が
自分の元屋で拝む。
　午後4時から，村の盆踊りであるエイサが始ま
る。かつてエイサ踊りはウンガミ祭の後の余興と
してみられたが，現在，一年ごとに行うエイサに
参加する部落民の人数はウンガミより遥かに多
く，部落民の社会的行動として，ウンガミ祭より
活発に行われている。
第4章　年中行事の種類
　第1節　年中行事の概況
　W．P．リーブラ著，『沖縄の宗教と杜会構造』
は沖縄における全ての年中行事を対象にした数少
ない論考の一つにあげられる。沖縄の民俗・社会
を構成する宗教体系を理解するにあたって，リー
ブラの書物は非常に役立つ入門書である。しかし，
沖縄本島を一つの調査地として扱って論じること
によっては，儀礼的行動，及び神観念の村落レベ
ルの地域的相違を見分けることはできないと思
う。その点では，『沖縄の宗教と社会的構造』は
本来，多様性に富む沖縄の宗教や社会構造を，一
般化してしまう傾向があり，各部落での年中行事
の細部に関して不明な点があるのは事実である。
　本章の意図は，謝名城の根神との聞き取り調査，
及び前者の協力で書かれた新城真恵著『謝名城の
民俗』を参照しながら，謝名城における全年中行
事を分析することである。
　1月1日　元日（グワンジュツ）
　元日，夜が明けないうちに，先祖が使った井戸
からミーミジ（新水）を汲み，酒や花米と共に仏
壇の前に置いておく。夜が明けてから，新しい年
を報告して，12月24日，天に上ったヒヌカン（火
の神）がその時に下りてこられる。
　ヒヌカンに拝んでから，順番に戸ハシロ，神棚，
床ノ間，庭神，仏壇に新しい年を迎えて，家族の
健康などに祈願する。その後，朝汲んできた「若
水」を飲む。それは人間を若返らせる力があると
いう。かつて，各門中がそのムトゥヤー（元屋）
に集合して，御馳走を食べた。
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　1月2日　初起こし（ハチウクシ）
　新年，初めて仕事をするのは2日からのことで，
各家庭，または事務所等で祈願する。
　1月3日　大御願（ウフウグワン・ハチウグワ
ン）
　新年，初めて主要な神人である「ヤジク神」が
組織として集合するのはハチウグワンの祈藤のた
めである。グシク，ニジャミ，及びティンナスの
主要拝所で，村人が新年に豊作と健康に恵まれる
ように祈りする。
　1月7日　七圓正月（ナンカンスウク・ウキザ
イ）
　土地のことばで言う「ルーシ」という混ぜ御飯
を炊いて，火の神，仏壇，及び神棚に供える。ま
た，海で亡くなった人のいる家では，浜辺で拝む。
　1月14日　正月ン小（ショウグワチンクワー）
　本来，元日，及び正月の祝いは門中を揃って，
長男の家である元屋（ムトゥヤー）で行ったので，
1月14日は各家庭が別々，自分の家で正月を迎え
たという。
　1月16日　後生正月（グソーショーガチ）
　後生人（グソーンツ）の正月であって，「御墓
のグニントゥ（御年頭）」が主体となる。本来は
墓の掃除をするが，謝名城の墓は部落から遠いと
いうことで，部落内からまず自分の先祖の墓，そ
の次，親類の墓，そして上城のウタキヘ向かって
遥拝する。家族全貝が揃って，御馳走を食べる。
　1月中　生年祝
　その年の干支に当たる人（13，25，37，49，61，
73，85才）は御馳走を作って，近所の人を呼んで，
祝いをする。
　1月18圓　18夜（ジューハチヤ）
　門中のメンバーは元屋に集まり，観音に18夜拝
みを行う。
　2月中　彼岸（ヒガン・ピガン）
　先祖に彼岸の季節の到来を伝える儀礼である。
各家庭で，火の神，仏壇，神棚を拝み，家内繁盛
を祈願する。日本本土の彼岸祝いとほぼ同じだが，
ウチカビ（紙銭）という金色の紙に火をつけて，
供える。これは中国から伝わってきた習慣で，先
祖に金を送ると称する。
　3月3日（サンガチサンニチ）
　他部落では浜へ下りて，海のものを取るが，謝
名域の祝いでは各バール毎で御願して，酒を飲ん
だり，ヌキジン（抜き肉）という肉と結昆布の竹
串を食べたりする。
　3月中　御願プセー（ウガンプセー）
　神人組織が揃って行う主要な儀礼である。3月
と9月に行うウタキの清掃儀礼である。中城ウタ
キの清掃はヌルが担当，ウガミウタキの清掃は根
神が担当する。大城（ウフグシク）ウタキの清掃
儀礼は隣の村の田嘉里の嘉比ヌルの分担と’なる。
ヌルと根神の清掃が午前中に終わってから，ヤジ
ク神が中城ウタキヘ上がって来る。「無事に掃除
をさせて下さいましたので，ここに神人たちが
揃って，神々に感謝を捧げる」と祈願し，御馳走
を食べる。
　3月中　清明祭（シーミー）
　各家庭で先祖に御馳走を供えた後，元屋に重箱
を持っていく。各門中が集めてから，自分の拝所
（屋号とウタキ）へ拝みに行く。他部落の清明祭
は墓の前で行うが，謝名城はそれと異なっている。
　4月3日　新産（ミーマーリ）
　昨年の4月3日以後生まれた子に浜下りをさせ
る儀礼である。
　4月15圓内外畦払い・悪虫払い（アブシバ
レー）
　グシク，ニジャミ，ティンナスが別々に行う悪
虫除けの祭りである。午後から田畑の仕事をやめ，
各バール毎に浜下り（ハマウリ）1）し，その年の
豊年と子孫繁栄を祈願する。その日に浜下りして，
砂を踏んだら，一一年間，厄払いができるという。
　4月15日内外　若草（ワハクサ）
　アブシバレーの翌日の朝，勢頭だけが大川（ウ
フガー）で豊年に祈願する。子供が持参した米一
合，または手と足と顔を7回洗い，川から若水（ワ
ハミジ）を汲む。水を瓶に入れて，それに柴を指
して，米と一緒に持って帰る。柴は魔を除ける力
があるという。各家では酒，若水，および川で洗っ
た「若米」を火の神，ハシルロ，神棚，仏壇の順
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に供える。現在，子供たち，及び部落民は儀礼に
関与しないが，勢頭はまだ大川に祈願を行う。
　5月4日　四目の目（ユッカヌヒ）
　村の区長等は浜へ下りて，ハーリウガン（ハー
リ御願）を行う。かつてハーリという船競争を行っ
ただろうが，現在はしない。また，根謝銘におけ
る根差部親方の前（ネザシプェーカタヌメー）と
いう聖所で，青年男性がアギバーリー（陸バーリー
）2）を行う。根差部親方は450年前，国王につかえ
た政治家で，爬竜船を謝名城に広めて，ここでは
彼の衣装がおいてある3）。
　5月5日　山御願（ヤマウガン）。畑御願（ファ
ルウガン）
　ハブ除けの御願である。各バールが集合して，
山稼ぎをする人に祈願し，豚肉や酒で合食する。
畑祈願はかつて若い主婦によって，畑にある小屋
で行われたが，現在はしない。
　5月中　精進（ショウジ）
　ウイグシクのウタキからヤジク神は喜如嘉の7
滝へ遥拝する。水の神に感謝を示す儀礼である。
　ウマチの前日　浜下り（ハマウリ）
　昨年のハマウリ儀礼以後に亡くなった人の家は
サバという浜へ下りて，そこに泊まり，翌日の朝，
帰ってくる。「浜下り」をすることによって，悪
霊が退散し，身を清めるという。
　5月15日内外　稲穂祭（ウマチー）
　グシクアサギにタムトゥを持つ神人はウイグシ
クのヒヌカンに稲穂を供え，豊年に祈願する。「稲
穂も出揃いましたので，台風もなく，鳥やネズミ
の被害もなく，取り入れまで守って，豊年させて
下さい」という風に拝む。つづいて，神人はアサ
ギ内にあるタムトゥに座り，部落民の代理から神
酒を受ける。若ヌル以外に，グシクアサギにタム
トゥを持つ神人が参加する。若ヌルが参加したら，
稲穂が若返り，取り入れが遅くなるという。
　5月18日　十八夜（グングワチジューハチヤ）
　ユ月に行う「十八夜」と同じ
　5月中　神水（ハミミズ）
　ヤジク神が先祖が使った井戸に歩き回り，各井
戸に米を入れて，豊年，及び水が豊かであるよう
に拝む。
　6月22日頃　豊年祭（アキウイミ）
　米の収穫が無事にすみ，豊年になるようにグシ
クアサギにタムトゥを持つ神人が儀礼を行う。現
在，謝名城では米作をしないにもかかわらず，他
の米作地域が豊年になるよ・うに拝む。神人がヌル
ドゥンチに集合し，勢頭がカーカーを打ちながら，
グシクアサギに上がる。アサギでタムトゥに座り，
神酒を交わす。
　6月25目　新米ウキザイ（ミーメーウキザイ）
　米作に感謝を示す儀礼である。各家庭の拝所に
新米を供える。
　7月7日　七タ（タナバタ）
　墓の掃除をし，海に死んだ人のある家はその供
養を行う。また，根差部親方の衣装の虫下ろしす
る。本土で行う七夕とほぼ同じである。
　7月13日～15目　お盆七月（シチグワツ）
　3日間かけて，先祖を迎え，御馳走を食べたり，
仏壇に供物を上げたりする。3日目の夜の12時，
先祖を送る儀礼を行う。門中のメンバーは元屋に
集合して，仏壇の前に供物を並べて，ウチカビ（打
ち紙）という紙銭や線香に火をつけて，供える。
供物を洗面器に入れて，燃やす。提灯を持ちなが
ら，門外の角にウチカビを燃やして，「ウンクーイ，
ウンクーイ」を供える。
　盆明け亥の目　海神祭（ウンガミ）
　第3章を参考
　8月8日　米寿（卜一カチ）
　数年88才の米寿の祝いである。
　8月9日前の吉日　柴差し（シバサシ）
　各家庭で行う，物忌行事である。8月11日魔物
が村を通るというので，その前日，家の近くにあ
る木，火の神，及び便所にシバというススキ類の
植物をさす。11日にブナガヤやタマガイ（魂上が
り）を除けるために，「コウチャク」（爆竹）’を3
回鳴らす。ブナガヤは伝説的な山に住んでいる人
間らしい小動物であり，顔や髪の毛は真っ赤なの
で，夜，村を早く通ると，火のように見える。そ
してタマガイが出た家は死人が出るという。かつ
て，ブナガヤやタマガイを見るために，子供たち
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が11日め夜，山に小屋を作って，そこで泊まった
という。
　8月8目～11目　豊年踊り（ウドゥイ）
　一年ごとに行って，神々を喜ばせる祭りだとい
う。踊りが始まる前にヤジク神が各拝所を回り，
神々に踊りについて報告して，村の発展，及び子
孫繁栄に祈願する。かつて踊りはヌルドゥンチの
ふもとにあるクランマーという所で行われたが，
現在はインジャミバールにある公民館に行う。
　8月15圓　十五夜拝み（ジューゴヤウガミ）
　門中が元屋に集まり，祈願を行う。
　8月中　ハナシアミ
　現在，行わない儀礼である。かつては親族が集
まって，重箱を川へ持って行って，厄払いの祈願
を行った。また，芭蕉布の残り糸を川に流した。
　秋分の日　彼岸
　2月における彼岸の儀礼と同じである。
　9月9日　夫御願（ウフウガン）
　ヤジク神，及び区長等が各ウタキに村の発展と
村人の健康を祈願する。かつては牛や馬を養った
人も参加したが，現在は機械を使う人が匿我をし
ないようにと神人が拝む。
　9月中　生まれ水（ウブミズ）
　自分の生まれた家で水拝みをして，神棚に供え
る。
　9月18目　九月十八夜（クンガチジューハチヤ）
　1月，及び5月における「十八夜」儀礼と同じ
である。
　9月中　マーダニ九月（グンガチー）
　かつて，ヤジク神が各ウタキ，及びウイグシク
のヒヌカンに稲作りができるようにお願いした
が，現在は稲作りしないので，この儀礼は行われ
ていない。
　9月中　御原プセー
　3月に行うr御願プセー」と同じである。
　1O月中　新生児参り（サシザシ）
　昨年のサシザシ以後，生まれた赤ん坊を白分の
バールに紹介し，村人は赤ん坊の健康や成長を祈
る儀礼である。現在は行われていない。
　11月中　種子取り・種子おろし（タントゥイ・
タニウルシ）
　村の区長等が選ぶ日に種子を苗代にまき，ヒヌ
カンや仏壇にうまく植えるように祈る。現在，稲
作をしないので，この行事は行わない。
　11月中　芋祭（タヒネーウイミ）
　かつて主食の一つとして取り上げられる芋類の
豊年を祈る儀式である。グシクアサギにタムトゥ
をもつ神人がそこで集合する。子供たちがアサギ
ヘ芋や「ハーネータネガー」という川エビやカニ
で作った御馳走を神人にわたして，神人はそれを
火の神に供え，豊年を感謝する祈願を行う。それ
がすむと，各神人がアサギで自分のタムトゥに
座って，区長から酒を受ける。かつてはその後，
神人が部落民に芋を投げたが，危険なので，現在
はしない。
　11月中　冬至（トゥンジー）
　家の聖所にトゥンジールーシという雑炊を供
え，冬到折り目を神々に報告する。
　11月7日　フィゴ祭（フーケー）
　かじやの門中だけが行う儀礼である。テインナ
スにあるカンジャ屋で行う。
　12月8日　鬼餅（ウヌムッチー）
　災厄を払う折り目である。鬼を除けるために，
サンニン（月桃）の葉に包んだ餅を作る。餅を蒸
した汁を家の戸口にまいて，「鬼の足，湯がくぞ」
（ウニヌヒサユゲーヌンドー）と歌う。その後，
門に左縄（ヒジャイナー）を張り，餅葉を下げる。
　12月24日前師走御原（スーアシウガン）
　各家庭で一年間無事に過ごすことができて，火
の神に感謝を示す祈願を24日前に行う。ヒヌカン
に酒，花米，または「ウチャヌク」という餅を供
える。（餅の代わりに，「クンペ」という菓子を供
える家族もいる）。
　12月24日　二十四日御原（ニジュウヨッカウガ
ン）
　正月の準備は12月24日で行う儀礼で始まる。そ
の日にヒヌカン（火の神）が天に上がって，一年
の幸せ，クェーフ（食生活の豊かさ）など，人間
にとって必要なものを天の神にお願いするとい
う。各部落ではヒヌカンが下りてこられる日は違
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うようだが，謝名城では元旦の朝に行う。「一年
間の護り下さいまして，ありがとうございました。
また来年，天から幸せを運んで下さい」とヒヌカ
ンに拝むという。
　12月29日　豚掛け祝い（ワーカキュー工）
　正月のために豚を飼っている家は部落の当局と
相談した上で豚を掛けて，何軒で別けて合う。ワー
カキュー工の祝いは豚の持ち主の家で行って，豚
の血で煮たものを供える。謝名城の根神はその儀
礼を次のように解釈している。人間は血がなけれ
ば，生けないので，豚を殺すことによって，神々
に対して人間であることに感謝を示して，いつも
健康でいるように祈藤する。
　12月30日　年の夜（トゥシンユル）
　大晦日の夜で，各家族は一年間を段落したとい
うことを祝い，ヒヌカンと家の神に肉汁，御飯と
ハチザカナをご馳走にする。いい年をとらすよう
に，そして来年は今年以上に幸せがあるように祈
願する。家の隅々にネズミのために御飯を置いて，
家を荒らさないように願いする。仕事で使われた
道具や釜などを洗い，ヒヌカンの前に並べて，一
年間，使ったことに感謝する。
　第2節　3つのレベルの儀礼
　村落レベルの年中祭祀の司祭者と称する神人，
及びその組織を対象とする報告は豊かである。し
かし，実際の儀礼における諸神役の位置，及び役
割を把握する論考は少ない。本論では各神人の出
身地，位置，及び役割を理解するために，各儀礼
における諸神役の組み合わせをみることにした。
その分析の仕方は神役集団の内的組織，または地
域の人が最も重要と思える行事はどれなのかを明
確にすることを目指している。
　リーブラなどがすでに「沖縄の主要社会制度は
その本来の組織過程の一部としてそれぞれ特定の
宗教的機能を保持している4）」と論考した。この
ように，各儀礼を分析して，関与者によって謝名
城における年中行事は家庭レベル，門中レベル，
村落共同体レベルの3つの社会制度の中に包含さ
れているということは明らかである。
　第3節　村落レベルの儀礼
　村落レベルの儀礼では神人が組織として参加せ
ず，単なる部落民として参加する場合がある。つ
まり，小祈願，及び感謝を示す儀礼に関して，グ
シク，ニジャミ，及びティンナスが別々に拝む儀
礼を行い，神人組織は必要ないという。各部落で
はrウグワンガミー」という携わる人がいる。そ
の人は神人ではなく，30才から50才の部落民が毎
年交代でやって，行事で大勢の人の頭となってい
る。
　このように，神人が関与する儀礼を細々と調べ
ると，ヤジク神だけが関与する儀礼と他部落出身
の神人にも関与する儀礼があると分かる。ヤジク
神だけが関与する儀礼は主に清願（C1eanSi㎎，
purifyi㎎rites）に係わる儀礼であるのに対して，
他部落出身の神人が関与する儀礼は重要な収穫に
係わる祈願である。後者として，次の儀礼がある。
　　ウマチー⇒米作の願い
　アキウイミ［＞米作の感謝，豊年の願い
　　ウンガミ［〉豊年などの願い
タヒネウイミ⇒芋の豊作の願い
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月　日　　　　　行事名 村落レベル 門申レベル　家族レベル
1月1日 元旦 ●
初起こし
1月2日 ハチウクシー ● ●
例年祈願・大御願
1月3日 リーネンキガン・ハチウグワン ●
七日正月
1月7日 ナンカンスウク（ウキザイ） ●
十四日正月
1月14日 ショウガチンクワー ●
後生正月
1月16日 グソーショウガチ ●
生年祝
1月中 セイネンイワイ ●
十八夜
1月18日 ジューハチヤ ●
彼岸
2月中 ヒガン。ピガン ○
三月三日
3月3日 サンガチサンニチ ●
御願プセー
3月中 ウガンプセー ●
清明祭
3月中 、　　　　　　　、ンーミー ●
新産
4月3日 ミーマーリ ●
畦払い・悪虫払い
4月15日内外 アブシバレー ●
アブシバレーの 若草
翌日 ワハクサ ●
四日の日
5月4日 ユッカヌヒ ●
山御願・畑御願
5月5日 ヤマウガン・フアルウガン ●
精進
5月中 ショウジ ●
浜下り
ウチマーの前日 ●
稲穂祭
5月15日内外 ウマチー ●
十八夜
5月18日 グングワチジューハチヤ ●
5月中 神水 ○
豊年祭
6月22日頃 アキウイミ ●
新米ウキザイ
6月25日 ミーメーウキザイ ○
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月　日　　　　　行事名 村落レベル　門中レベル 家族レベル
七夕
7月7日 タナバタ ●
お盆七月
7月13日一15日シチグワツ ●
海神祭
盆明けの亥の日 ウンガミ ●
米寿
8月8日 トーカチ ●
8月9日前の 柴差し
吉日 シバザシ ●
豊年踊り
8月8日一11日 ウドウイ ●
十五夜拝み
8月15日 ジューゴヤウガミ ●
8月中 ハナシアミ ●
彼岸
秋分の日 ヒガン・ピガン ●
九月九日
9月9日 クンガチクニチ ●
生まれ水
9月中 ウブミズ ○
九月十八夜
9月18日 クンガチジューハチヤ ●
マーダニ九月
9月中 クンガチ ●
御願プセー
9月中 ウガンプセー ●
新生児参り
10月中 サシザシ ●
種子取り・種子おろし
11月中 タントゥイ・タニウルシ ●
芋祭
11月中 タヒネウイミ ●
冬到
11月中 トゥンジー ●
フイゴ祭
11月7日 フーケー ●
鬼餅
ユ2月8日 ウヌムッチー ●
師走御願
12月24日前 スーアシウガン ●
二十四日御願
12月24日 ニジュウヨッカウガン ●
豚掛け祝
12月29日 ワーカキューエ ●
年の夜
ユ2月30日 トゥシヌユル ○
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村落レベルの行事の分析
月日 行事名 神人が関与する 関与しない
1月2日 初起こし ●
1月3日 大御願 ●
3月3日 三月三日 ●
3月中 御願プセー ●
4月ユ5日程 アブシバレー ●
アブシバレーの翌日 若草 ●
5月4日 四月ヌ日 ●
5月5日 山御願・畑御願 ●
5月中 精進 ●
5月15日程 ウマチー ○
5月中 神水 ●
6月25日 アキウイミ ●
盆明け亥の日 ウンガミ ●
8月8日～11日 豊年祭 ●
9月9日 九月九日 ●
9月中 マーダニ ●
9月中 御願プセー ●
10月中 新生↓早参り ●
11月中 芋祭 ●
12月29日 豚掛け祝い ●
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神人が関与する儀礼の内容は次のように分析することができる。
神人が関与する行事
月　日　　行事名 聖　地 司　祭　　　　　　　供　物
1月3日 大御願 ヌルドゥンチ，ウドゥンニー ヤジク神 酒，花米，さく米餅，
ハチウガン ズ，ウドウンガー，中川，下 （現代，コンペ），
川，松屋屋号，アジ墓，根川 線香
3月中 御願プセー ガナンハナ嶽，中城嶽， ヤジク神，田嘉里の屋 芭蕉の葉に包んだ御飯
ウガンプセー 大城嶽 嘉比ヌル 酒
アブシバレ 若草 川神 勢頭神 酒，米
一の翌日 ワハクサ
5月中 精進 中城ウタキ，喜如嘉の7滝へヤジク神 重箱（勢頭の家で
ショージ 遥拝する 作る）
5月15日 稲穂祭 上城の火の神，ナガリ川，根 若ヌルを除いて，城ア 酒，花米，クンピン，
内外 ウマチー 神屋，松下屋号，鍛冶屋 サギにタムトゥをもつ 線香
全神人
5月中 神水 城のカー（井戸） ヤジク神 酒，花米
6月25日前豊年祭 上城の火の神，ナガリ川，根 城アサギにタムトゥを 酒，白米，線香
アキウイミ 神屋，松下屋号，鍛冶屋 もつ全神人
盆明けの後 ウンガミ ヌルドゥンチ，アサギ，アサ 城アサギにタムトゥを 酒，花米，ハイユー魚
の亥日 ギ庭，中城嶽の拝所，中庭， 持つ全神人，他部落出 （現代，米）冬瓜，野
ウドウンマー， 身の遊び神 ネズミ
8月8日～豊年踊り 公民館（昔，グランマー）， ヤジク神 酒，花米
11日 ウドウイ ムラ中の各拝所
9月9日 大御願 ヌルドゥンチ，中城嶽の火の ヤジク神 酒，花米，さく餅米
ウフウガン 神，ガナンハナ嶽，大城嶽，
鍛冶屋，スマ山
9月中 マーダニ 嶽々，上城の火の神 ヤジク神 種，御飯
9月中 御願プセー ガナンハナ嶽，中城嶽， ヤジク神，田嘉里の屋 芭蕉の葉に包んだ御飯
ウガンプセー 大城嶽 比ヌル 酒
11月中 芋祭 アサギ，上城の火の神 城アサギにタムトゥを 芋，酒，花米，ハーネ
タヒネウイミ もつ全神人 一タナガー（海老）
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第5章　ウンガミ祭における多様と統
　本章では第4章で取り上げた神人が関与する主
要な儀礼の脈絡でウンガミの特徴について考察し
たい。沖縄における村落構造は多様なシマ（部落）
に分割されている。大宜味村は17行政区に分けら
れ，その一つとして謝名城があって，それ自体は
さらに3つの部落，及び6つのバールに分割され
ている。また謝名城は5つの男系的血縁集団（門
中）に分割されて，各門中を代表する神人は謝名
城の神役組織に関与する。この様に考察すると，
謝名城の社会構造は分割された組織に分けられ
て，一村落としては成り立たないものという感じ
がするかも知れない。しかし，このような対立を
含みながら，実は地域としての統一性を持つので
ある。そしてこのような統一性を表わすための一
つの祭りとしてウンガミがある。
　儀礼が持つ社会的統合性に関して，社会人類学
者であるG1uckmanがアフリカにおけるある儀礼
はカタルシスのような役割を果たして，そのカタ
ルシスによって，集団の社会的疑集（SoCial
cohesion）が強化されていると述べている1）。ま’
たVictorTurnerも社会における異なる要素を一
致するために儀礼の重要性を認識し，「社会劇」
についても次のように述べている。「敵対関係が
同盟に変わることもありうるし，その逆も可能で
ある。あるいは不均等な関係が平等に変わるかも
しれない。高い地位は低下し，低い地位が高い地
位に変化することもありうる。新たな力が古い権
威と新しい権威のなかに流れ込むと，古い権威が
放榔されてしまう2）」
　ウンガミは上述したTurnerやG1uckmanの理
論の有効な実例だと思う。他の重要な儀礼と違っ
て，ウンガミは一つの直接的な目的をそれほど意
識せず，様々な神，及び目標を統一する祭祀だと
思える。また，門中の関与，及び神人の参加から
みても，ウンガミにおいて，村落レベルで分裂し
た集団は互いの固有性を尊重すると同時に，統一
される。この意味で，ウンガミはその極めて幅の
広い面を持つことと，祭祀形態で異なる様子を包
括する性格に重要性があると思う。色々なレベル
でウンガミにおける「多様と統一」がうかがえる
が，以下では神役組織，門中関与，及び神観念と
いう3つの視点からそれについて述べたい。
第1節神復組織
　村落レベルにおける神人，及び神人の組織を対
象とする研究は圧倒的に多く，その成果も豊かで
ある。そしてその組織を把握するために，各神人
の所属意識を理解するということは，極めて重要
な要素として認めている。この意味で近年になっ
て，親族体系，特に門中組織と神役祭祀との関係，
に焦点を当てて論じる報告が多いのである3）また
は沖縄の部落が伝統的に持っていた共同体的自律
性における神人の位置，あるいはヌル制度の中の
神人のハイラーキーに関わる報告が豊富であ
る4）。
　以上の点は神人の所属意識にとって極めて重要
であるとのことは認めざるを得ない。しかしそれ
以外に，実際の儀礼において，公共儀礼の中心で
あるアサギにおける神人の座る順序と以上の点と
の関係をさらに深く見る必要性があると思う。大
部分の報告は神人組織にとってアサギの重要性を
認めても，アサギにある神人のタムトゥという座
席の意義について深く考察する論文は筆者が知る
隈り見つかっていない。以下では神人のタムトゥ
の配置と神人の儀礼での関与をみることによっ
て，年中行事のハイラーキーを把握するための新
しいパラダイムを指摘したい。また，それによっ
て，ウンガミがもつ「多様と統一」という側面か
らも明らかになるだろう。
　神人組織を理解するに当たっては，タムトゥが
単なる座席という意味合い以上により深い意味を
持つと思う。上述したが，アシビダムトゥ（遊び
神人），ビーダムトゥ（座っている神人），及びア
ラダムトゥ（新しい神人）などの用語が示してい
るように，タムトゥは実際に土地の言葉では神人
のことを指している。タムトゥの配置は各神人の
祭祀に対する定位，及び参加に関して焦点となっ
ている。そして，各神人の所属意識を理解するこ
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とに関して，神人のタムトゥがどこのアサギにあ
るのか知ることは，彼らの出身地を知ることに劣
らず有意義であろう。
上述したが，グシクヌル管内地域は謝名城，大
宜味，大兼久，喜如嘉を包含する。ウタカビの際，
グシクヌル管内の全ての神人はグシクのヌルドゥ
ンチで自己守護神との神結び式を行い，各神人の
名簿はグシクのヌルドゥンチにあるという。しか
グシクアサギの神人のタムトゥ：大正15年頃
⑥⑦⑧　⑨　①　①　⑫　　⑮　　⑭　⑮　⑮　　⑰
⑤
④
③
②
①
⑭
⑲
⑳
㈹
ω
㈲
ω
㈲
ω
㈲
①ビーダムトゥ，田嘉里
②ビーダムトゥ
③ビーダムトゥ
④ビーダムトゥ，喜如嘉
⑤アシビダムトゥ，喜如嘉
⑥アシビダムトゥ
⑦ビーダムトゥ
⑧ビーダムトゥ
⑨福地捷神
．⑭内原神
⑪根神
⑫若ヌル
⑬ヌル
⑭セーファ
（死）
（死）
（死）
（死）
（死）
（死）
（死）
（死）
⑯チキシュ　　　　　（死）
⑯ゾーシキ神，喜如嘉
⑰ムッチョーハナ神，根路銘　（死）
⑱ビーダムトゥ，大宜味
⑲アシビダムトゥ，饒波
⑳ビーダムトゥ，大兼久
（a）ビーダムトゥ
（b）アダンガームグンガr
（C）ビーダムトゥ
（d）勢頭
（・）勢頭，喜如嘉
（f）勢頭，饒波　（死）
（9）勢頭，大宜味（死）
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し，それは全ての神人がグシクサアギにタムトゥ
（座席）を持つということではない。グシクのア
サギの他に，大宜味，喜如嘉，及び饒波にもアサ
ギがあり，神人の大部分は自分の部落のアサギに
タムトゥがある5）。各部落にはグシクのアサギだ
けに座席を持つ代理の神人もいるが，彼女たちは
第4章に述べた主要な収穫に係わる儀礼（ウマ
チー，アキウイミ，ウンガミ，タヒネウイミ）の
時だけグシクヘ上る（現在はウンガミだけに参加
する）。そして座席がグシクアサギにある神人は
自分の部落の儀礼には神人として参加しない。
　（図1　グシクアサギの神人のタムトゥ　大正
15年頃を参照）
　図1は謝名城の根神が自分の祖母の話を聞いて
書いたものであり，大正15年，グシクアサギにタ
ムトゥがあった神人を示している。それをみると，
喜如嘉出身の神女三人，大宜味出身二人，大兼久
出身の一人，饒波め二人，根路銘の一人，及び田
嘉里の一人の神人はグシクアサギにタムトゥが
あったことが分かる。つまり，グシクヌル管内の
集落が全て一人以上の神女を出して，謝名城に血
縁的なつながりを持つ根路銘と田嘉里も代表的な
神女をグシクにおける主要な儀礼に出したことが
うかがえる。
　さらに，ウンガミ祭の場合には，グシクアサギ
にタムトゥを持つ神人のみならず，他部落にタム
図2　グシクアサギ庭　大正15年頃
⑦⑧⑨⑪⑪⑫⑬⑭⑮⑮⑰
????????? ?????｛??????
①アシビダムトゥ，大宜味
②アシビダムトゥ，大宜味
③アシビダムトゥ
④アシビダムトゥ，喜如嘉
⑤アシビダムトゥ，饒波
⑥アシビダムト㌧，喜如嘉
⑦根神
⑧内原神
⑨若ヌル
．⑩ヌル
⑪セーファ
⑫チキシュ
⑬ゾーシキ神
⑭アダンガムグンガ
⑮福地捷神
⑯～（b）ビーダムトゥ
（・）～（f）勢頭
（9）サンナム
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トゥを持つ神人も「遊び」に参加しに来る。
　図2も謝名城の根神のノートに基づいたもの
で，大正15年頃，ウンガミ祭の時にどの神人がア
サギ庭における儀礼に参加したかということを表
している。図1と図2を比べてみると，アサギ庭
の左側の端に座る大宜味出身の二人の遊び神（①
と②）はグシクアサギ内にタムトゥを持っていな
いということが分かる。つまり，この二人の神人
は大宜味のアサギセにタムトゥがあり，グシクの
ウンガミ祭の「遊び」だけに参加しに来たのであ
る。
　このように，ウンガミの時に他部落のアサギに
タムトゥをもつ神人がアシビに参加することに
よって，普段，隔てられている神人集団がアサギ
庭で統一されて，ユニークな祭祀形態となってい
る。そして，こうした神人の関与をみるとき，他
の年中行事との比較という脈絡のなかで，ウンガ
ミ祭がもっている優越的な位置に注目されるので
ある。
　図3を表現にすると，神人が関与しない儀礼を
べ一スとして，ヤジク神のみが関与する儀式，ヤ
ジク神，及びグシクアサギにタムトゥを持つすべ
ての神人が関与する儀礼がある。その上にウンガ
ミの場合はグシクアサギにタムトゥを持つ神人；だ
けではなく，他部落にタムトゥを持つ神人も「遊
び神」として参加する。図4はその儀礼の内容を
表している。このように，2つの図を比較するこ
とによって，ウンガミの重要性は謝名城における
年中行事の中での位置だけではなく，他部落との
つながりからもうかがえる。つまり，他部落の神
人が大勢，ウンガミに参加することによって，ウ
ンガミは部落を越える大きな祭祀として地域で重
要性を持つのである。
　ヌル制度が生きていた時代には，グシクのウン
ガミの翌日，各部落が別々にウンガミを白分のア
サギで演じて，グシクのヌルが白い馬に乗って，
各部落を廻ったという。現在，グシクのヌルは部
落を廻ることをしなくなり，神人の人数が減少し
た結果，饒波ではウンガミ祭が完全に行われなく
なった。そして喜如嘉でのウンガミは近年，グシ
クで行う祭祀と同じ日の午後3時頃から始まり，
かつて行った祭祀形態とは極めて差があるといわ
れている。大宜味で行うウンガミは現在でも古い
形式を守って，グシクウンガミの翌日，大宜味の
アサギで行われている。大宜味で今も行われてい
る古い祭祀形態をみると，ウンガミ祭が持ってい
る多様と統一という性格が明らかになる。つまり
各部落の代表的な神人がグシクのウンガミに参加
した後，各部落が別々にウンガミを行うことがそ
れを表していると思う。かつては，ヌルの役割は
国家レベルの祭祀体系に包括されて，宗教的行動
を通して，地方に首里王府の影響力を伸ばすため
に，首里王府によって支えられていた。その意味
で，ウンガミが部落を統一する祭祀として行われ
たことが，ヌルの影響力，及び制度を支えたと思
える。つまり，地方を首里王府の下に統一するに
当たっては，ウンガミ祭は特殊な位置にあったと
思える。この意味でウンガミが自然発生的に村の
他部藩にタムトゥ
をもつアシピ神
　城アサギにタムトゥ
　がある神女
　　ヤジク神
図4
ウンガミ
主要な収穫のための儀礼
清めの儀礼
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中からでてきた祭りなのではなく，むしろ琉球王
朝の政治的制度によって上から地域を抑えるため
にできたと考えられる。そして「多様と統一」と
いう祭りの特殊な性格が出てきたというのはこう
いった政治支配を円滑にするためだろう。つまり，
地域がもつ多様なものをヌルという役人の下に統
一することによって，権力構造をつくったと思え
る。
　ウンガミを行うことは権力者にとって2つのメ
リットがあった。その一つは祭りという形で権力
者の要請に合うように地域を統合することができ
た。もう一つは祭りが持っている超自然的なとこ
ろから力を取り込んで，その力を自分で支配し，
ヌルに権威と地位を与えた。逆に言えば，中にい
る村人にとっては集団がウンガミでまとまること
によって，連帯感，及び人々の社会的アイデンティ
ティが育てられただろう。この意味で，わざわざ
他の村の神人を呼び出して，その上にヌルを被せ
ることによってできた「多様と統一」が社会を統
合する契機となると同時に，権威と地位を作り出
した。
　ここでウンガミの歴史的背景を若干試みたが，
それを顧みると，少なくとも神役組織に関しては，
「多様と統一」という性格が権力組織の形成期に
整えられたということは明らかである。近代以降，
首里王府の廃止によってヌル制度は崩壊してき
た。しかし，ウンガミの実例をみて，ヌル制度が
重要とされた祭祀はいまだに村落レベルの行事の
中で，村落の統合手段として重要な意味を持って
いると言える。．つまりこの祭りが権力と地位をヌ
ルに与えるという意図で作られたことは否定でき
ないとしても，ヌル制度が崩れた以後も，社会的
統合の機能を果たし続けてきたのだ。
　ウンガミが神人組織にとって重要な儀礼だとい
うことはさらに成巫式によって強調されている。
つまり，第3章で述べたように，ウンガミ祭を神々
に報告する儀礼であるウタカビの時，新しい神人
が出る場合，グシクヌルドゥンチで前の神人の神
ムドゥシ（神を返す）儀礼を行って，新しい神人
の神結び儀礼を行う。そして，ウンガミの前日各
アラダムトゥは自分のタムトゥのあるアサギで，、
加入式であるハンサガ式を行い，初めて神人組織
の儀礼的行動に参加するのがウンガミ祭の時であ
る。
　この意味で，ウタカビでグシクヌル管内の全神
人の前で行った神ムドゥシ，及び神結びをハンサ
ガ式で部落毎に繰り返すことによって，村落間の
聖なるつながりを強調しながら，部落毎の固有儀
礼を尊重していると思う。また神人組織の継承に
とって最も重要な成巫式がウンガミの直前という
ことは，ウンガミは年中行事の頂点にある事を示
していると思う。
　第2節門中関与
　他部落のアサギにタムトゥを持つ神人がグシク
のウンガミに参加することによって，この祭祀が
異なる部落間の統一に意味があるということにつ
いては既に述べた。他部落の神人だけではなく，
門中関与からもウンガミの持つ統一的機能をみる
ことができる。
　ウンガミの時，謝名城の各門中は決められた聖
所へ拝みに行き，グシクアサギの前で集合する。
1990年，筆者がウンガミを観察した時，部落民の
8分の1程が大城ウタキヘ上って拝んだが，半分
程の部落民は中城ウタキで拝んだ。これについて
詳細を尋ねると，大城（オオシロ）門中，野里（ノ
ザト）門中，金城（キンジロ）門中は大城ウタキ
で拝むのに対して，平良（タイラ）門中，及び山
城（ヤマシロ）門中は中城ウタキに祈願するとい
う。門中と神人組織の関係をみると，次のような
ことが分かる。大城門中から根神，アガンダムグ
ンガ，及びビーダムトゥという神役が出る。野里
門中からウチバラ神，及び捷神というビーダム
トゥが出る。そして金城門中からチキシュという
役が出る。このように，大城ウタキで拝む門中の
最高神役は根神である。また，中城ウタキで拝む
門中に関しては，平良門中からヌル，若ヌル，セー
ファ，福地捷神，ビーダムトゥ，勢頭，及びサン
ナムという神人が出る。そして山城門中からは鍛
冶や神が出るので，中城ウタキペ拝む門中の最高
神役はヌルである。この意味で，根神系の門中が
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大域ウタキヘ祈願するのに対して，ヌル系統は中
城ウタキヘ祈願するという図式が現れる。
　さらに，浜（ハマ）や今帰仁（ナキジン）から
来るヌル系統の門中は3年，あるいは5年に1度，
門中と神人組織の関係
根神系の門中：大城ウタキで拝む門中
大城門中 ［〉根神
［〉アダンガムグンガ
［＞ビーダムトゥ
野里門中 ［〉ウチバラ（内原）神
［〉ビーダムトゥ
［〉捷神
金城門中 ⇒チキシュ
※金城門中は近年，大城ウタキまで行かず，途中で止まって，祈願を
行う。
ヌル系の門中：中城ウタキで拝む門中
平良門中 〔〉ヌル
［〉若ヌル
⇒セーファ
［〉フクチウチ（福地提）神
［〉ビーダムトゥ
⇒勢頭
φサンナム
山城門中 ［〉鍛冶や神
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ウンガミの時に中城へ拝みに来る。御願プセーな
どの他の主要な儀礼でも，中城ウタキはヌルの縁
故，また，大城には根神の縁故がみえる。根神の
説明によると，根神系統は部落の創始者であるの
で，一番古い聖地である大城ウタキヘ拝みに行く。
それに対して，ヌル系統は後から出たので，比較
的新しい聖所である中城で拝むという。（ウガミ
ウタキはそれほど係わりがないのは，遠くて，危
険な所にあるからだと思える）
　ウンガミ以外に，ウマチー，アキウイミ，及び
タヒネウイミの主要な儀礼を行う際にも，門中の
代理がウタキヘ拝みに行く。しかしウンガミだけ
は門中の聖所へ拝みに行かなくてはならないとい
う。この様に，ウンガミ祭祀の期間中に，門中の
メンバーが夫々のウタキヘ拝みに行き，各門中を
代表する神役がグシクアサギで集まるという祭祀
形態から，この祭祀が，シマを構成する各門中の
多様性を浮き彫りにしながら，同時に統一機能を
持つことがわかる。ここにもウンガミが他の年中
行事と対比される「多様と統一」という特性が指
摘できる。
　このようにウンガミにおける門中の関与を分析
してみると，この祭祀は村が持っている土着的な
性格をより正直に表しているということがわか
る。本章，第1節で述べたように，ウンガミが権
力組織のなかでヌルを中心とする祭りに作られて
いた。しかし，その中で門中の関与によって村の
発展形態がみえてくる。つまり，根神系の門中が
一番古いウタキである大城ウタキヘ拝みに行き，
また，ヌル系の門中が比較的新しいウタキである
中城ウタキで拝むという祭りの形で表現されてい
る。この意味で，ウンガミは支配者の一方的な支
配権を表しているだけではなく，多様な集団を含
む村の発展形態をも映し出すような形で祭りが作
られている。
　上述したように，ウンガミの時に門中の拝所と
門中から出る神人との関係を見ると，根神系とヌ
ル系の間における権力の分散は門中の拝み方に
よって強調されている。根神を出す大城門中だけ
ではなく，野里門申，及び金城門中も大城ウタキ
へ拝みに行くことによって，ヌルに対する忠誠で
はなく，古くから部落の聖なる生活を主導した根
神とのつながりがみえる。I逆に，中城門中がヌル
等を出す平良門中と一緒に，中城ウタキヘ拝みに
行くことは，その門中がもつヌルとの近縁関係を
表す。
　ヌル門中がもつ他部落との血縁的なつながりも
今帰仁や浜から来る門中の関与によって強調され
ている。そして遠方の門中のメンバーも3年，あ
るいは5年に一度ウンガミの時にヌルのウタキヘ
拝みに来なくてはならないということ自体もヌル
がもつ部落を越える権威の表現である。
　従って，こうした門中の関与によって，ウンガ
ミの祭祀形態は村の歴史を象徴すると同時に，権
力の所在をも表現している。
　第3節　神観念
　沖縄本島北部の最大の祭りの一つとして，ウン
ガミはすでに多くの研究者の注目を集めており，
その研究の成果として，ウンガミにおける神観念
に関する報告は特に豊富である。従来の議論は祭
られる神は何なのかということをかなり問題にし
ていた。ウンガミでは神々が海を渡って，村のウ
タキに来臨されるということは一般に認められて
いるが，その来臨の性格に関して，異なる説があ
る。
ウンガミにおける来訪神の性格に関する説
著者 海神だけを迎える 海神と山神
Lebra ●
馬淵東一 ●
宮城栄唱 ●
島袋源七 ○
宮本演彦 ●
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　ウンガミに「海神祭」の漢字が当てられている
結果，ウンガミは海神を迎えてこれを祭り，海の
幸を祈る行事としてとらえる説がある。しかしこ
れに対して，海神だけを祭る行事というよりむし
ろ，海神と山神，両神が表される儀礼と考えた方
が適切であろうという説もある。
　そういう議論の中から言えば，謝名城のウンガ
ミでは確かに海神も山神もアサギ庭における「神
遊び」に具体的に描かれている。第3章では，謝
名城のウンガミにおける「神遊び」について述べ
たが，そこからも，「アシビ神」が山神を演じて
から，海神を演じることが分かる。謝名城の根神
はウンガミで行われる「アシビ」を次のように解
釈している。かつては村人が生活のために狩猟を
して，山の幸に頼っていたのでアシビ神が持つ弓
矢は山神を象徴する。弓矢を持って，左右へ動か
すことは山神が宇宙の神々（地方のすべての神）
に感謝するという意味がある。つづいて，色物に
着替えることは，山神から海神に役を変えるとい
う印だ。「縄遊び」で，海神としてアシビ神が船
を漕ぐ真似をしながら，海の彼方ニライカナイか
ら海の神が上がってこられたと唄う。また，神々
を送る際，海神に関するウムイだけではなく，山
神に関するウムイも唄う。このように，根神の儀
礼の解釈からみると，土地の人々にとってウンガ
ミはただ海神を送る儀礼というより広い神観念を
含んでいることが伺える。
　また，神遊びの最中，村人にヒラミレモンや海
草を配ることは，根神によると，山神や海神から
の贈り物を表しているという。この意味で謝名城
のウンガミでは村人と神々との間に交遊が有り，
他儀礼に比べ，村人と神々の隔たりが少ない祭祀
だと言える。11月のタヒネウイミでは，かつて芋
を村人に投げたが，その意味は，神々からの贈り
物というよりむしろ，ただの余興として解釈した
ほうが適切であろう。
　しかしウンガミの神観念の特殊性という観点か
らは，そこに登場する神は何な．のかという狭い議
論より大事な間題があると思われる。つまり，謝
名城の部落民がこの祭りを通して自分たちが住ん
でいるシマの全体的コスモスを描き出していると
いう点がある。確かに根神の説明によると，ウン
ガミでは他儀礼と違って，ニレー神と山の神両神
が謝名城へ降臨してくれるようにと積極的に拝
む。海の神と山の神は殊に儀礼における象徴
（symbolization）で強調されている。しかしこの
こと自体は海と山に挟まれた謝名城の人々の世界
を表現していることに深く係わっていると思う。
　ウンガミの儀礼的行動で行うナーアシビ（縄遊
び），かつて神人に送られた干した魚，及び大宜
味で行うアギバーリ（陸バーリ）は地域の人々に
とって海の重要性を表している。それに対して，
弓矢をもって行われた「アシビ」，及びかつて登
場した猪は村人にとって山の重要性を表現してい
る。この意味で村の基本的な2つの生業形態が祭
りに表現されている。しかし，そうだからといっ
てウンガミ祭は単に魚が取れるように，あるいは
猪が取れるようにということを直接の目的とした
祭りではない。直接に利益を得るために祈るとい
うよりむしろ，村人が生きている世界がシンボ
リックに，コスモロジカルに表現される祭祀と考
えるべきである。
　第4章で述べたように，グシクアサギにタム
トゥを持つ他部落出身の神人が関与する儀礼をみ
ると，ウンガミ以外の重要な年中行事は3つあっ
て，全ての儀礼は重要な収穫に係わるのである。
稲穂が出揃った後，5月15日におけるウマチーと
いう儀礼ではグシクのアサギにタムトゥをもつ神
人はウイグシク（上城）のヒヌカン（火の神）の
前に稲穂を供え，稲が実り無事に収穫できるよう
に祈る。そして6月25日におけるアキウイミとい
う儀礼は米の収穫が終わった後に行い，そのため
に神人が感謝を表して，豊年になるように祈願を
行う。また，11月におけるタヒネウイミというの
はかつて主食の一つであった芋の豊作を祈願する
祭祀である。この意味でウンガミの他に，他部落
出身の神人がグシクのアサギに上ってくる時は全
て米，または芋の豊作に係わる儀礼に参加するた
めなのである。
　しかしそれに対して，ウンガミは一つの作物の
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豊年を祈願する儀礼ではなく，より広い意味で重
要性を持つと思える。海の神と山の神，両神を表
していることによって，多様な神がウンガミに統
一されて，海と山に囲まれた山原地方の基本的自
然環境が表現されている。参加する神人のなかに
は，海の神と山の神だけではなく，干支の12支の
神々6）に祈る人もいる。根神によると，「ウンガ
ミで山の神とニライの神様をお迎えしてやります
が，12支の神々にお護り下さいますように，立派
なウンガミができるようにお祈りします」。ここ
にも多様性に開かれた神観念の特性が見出され
る。そしてウンガミが一つの作物にこだわらず，
非常に開かれた祭りであるからこそ，そのような
バリエーションが許されると思われる。つまり，
ウンガミが一つの神，または一つのはっきりして
いる目的を意識するよりむしろ，土地の人々が生
きている世界の全体像を表現する祭祀だというこ
とである。このように，ウンガミに表れている神
観念は非常に豊かだからこそ，多義的な解釈も可
能になるだろう。日常生活における分裂の様相は
ウンガミによって明確に表現されると同時に統一
される。そして，人々が生きられるコスモスの多
様な表現への可能性も開かれている。
　近年，謝名城の主な収穫が米作からみかんやサ
トウキビヘ変化したことによって，アキウイミ，
ウマチー，またはマーダニなどの米作に関する儀
礼はその重要性を失い，中には完全に絶滅したも
のもある。しかしウンガミには一つの収穫物の豊
年を祈るという具体的な目的よりも，もっと広い
宗教的な意義があるからこそ，生産構造が変化し
ても重要な祭りとして残っているのかもしれな
い。つまり，単に海の幸を祈るというよりも，む
しろウンガミはその地域の世界観の全てを表現す
る祭祀なのではないかと思う。
総　括
　以上，本論では大宜味村謝名城における全年中
行事の脈絡で，ウンガミという来訪神祭祀がどの
ような意味を持つのかということについて検討し
てきた。沖縄の民俗風習を対象とする優れた業績
は極めて多く，その中では来訪神の意義が特に注
目されてきた。筆者が行った調査は期間に限定が
あったことに加え，沖縄に関する理解がまだ不十
分のため，従来の議論に付け加える点はわずかで
あろう。しかし，本論文でウンガミ祭の位置づけ
をあつかうことにより，以下の点が導きだされた。
　①神人の所属，及び役割を理解するために，そ
の神人の出身地と並んで，どのアサギにタムトゥ
（座席）をもつかということが極めて重要である。
　②従って，謝名城の年中行事を神人の関与とい
う側面から分析すると，家庭レベル，門中レベル，
及び部落民のみのレベルという行事の上に，神人
が関与する儀礼としてヤジク神（謝名城の中心と
なる神役組織）の関与するもの，グシクアサギに
タムトゥがある神女が関与するもの，及び他部落
のアサギにタムトゥを持つアシビ神も関与するも
のというハイラーキーがうかがえる。そして神人
が関与する3つのレベルの儀礼的内容に関して，
ヤジク神だけが関与する儀礼のほとんどは清めの
儀礼であり，グシクアサギにタムトゥがある神女
が関与する儀礼は主要な収穫に係わる。他部落に
タムトゥがあるアシビ神も関与する儀礼はウンガ
ミだけである。
　③以上の点から神人の関与からウンガミの特殊
性をうかがうことができる。多様なアサギの神人
がウンガミの時にグシクアサギに統一され，グシ
クのウンガミでグシクヌル管内の各部落の代表的
な神人が集合した後，その翌日各部落が別々に儀
礼を行う。このようなことから，ウンガミ祭の持
つ特殊な性格を「多様と統一」という言葉で捉え
ることができる。
　④男系的血縁集団であ右門中とウンガミの関与
の仕方からも「多様と統一」の特性がうかがえる。
つまりウンガミの時に謝名城の各門中が決められ
た聖所へ拝みに行き，アサギの前に集合するとい
う行動からその性格が明らかになろう。また，根
神系の門中がヌル系より古い聖地で拝むことは，
多様な集団を含む村の歴史的変遷過程を映し出し
ている。
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3　例えば，謝名城ではT，Sは1975年，根神系
　　の神役であるアダンガムグンガとなったが，
　10年後，創価学会に入った。そのために，神
　人としての役をやめて，イキガワイが行われ
　　た。その時，Y．Sはアダンガームグンガー
　　の役を取った。
4　高阪薫　1988年。
5　大城茂子　1983年，による。
6　同上。
7　同上。
8　『大宜味村史』を参照。
9　津波高志　1982年。
第4章
1　ハマウリに関して，6月の儀礼を参照。
2　アキバーリに関して，本論，第3章第3節を
　　参照。
3　本論，第2章，聖地を参照。
4　Lebra，Wil1iam　P．1966年
第5章
1　G1uckman，M．1963年。
2　Turner，V．ユ974年，梶原景昭訳，1981年，44
　　ぺ一ジ。
3　竹村卓二　1965年，などを参照。
4　例えば，宮城栄昌　1979年，がある。
5　大宜味と大兼久の神役組織は共同なので，大
　　兼久にアサギはないが，大宜味にあるアサギ
　　は大兼久のものともみられている。
6　根神の説明によると，宇宙は12支の神々から
　構成されている。その12支の神々というのは
　　干支で現れる12匹のことである。
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